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序　　文序　　文序　　文序　　文序　　文

　ペラデニア大学の歯学部は、スリ・ランカ民主社会主義共和国唯一の歯科医師養成機関であり、

歯科口腔疾患の対策のために重要な役割を果たしていますが、既存の歯学部の施設と機材は老朽

化が進んでおり、専用の実習病院もないことから、歯科医療従事者の養成は、前近代的な方法に

甘んじなければならない状況にありました。

　スリ・ランカ民主社会主義共和国政府は、同国の歯科医療従事者の資質と患者に対するケアの

向上をめざすため、同歯学部の改築および実習病院の新築について、わが国の無償資金協力を要

請するとともに、歯学教育の改善にかかる技術協力を要請越しました。

　これを受け、国際協力事業団はプロジェクト方式技術協力による、歯学教育プロジェクト実施

の可能性について調査すべく、1997年１月５日から１月16日までの日程で当事業団医療協力部医

療協力第一課長苗村光廣を団長として、事前調査団を派遣しました。

　さらに、協力の枠組みを具体化するために、同年５月13日から６月19日まで、長期調査員を派

遣しました。

　本報告書は、同調査団および調査員の調査結果を取りまとめたものです。

　ここに本調査にご協力を賜りました関係各位に深甚なる謝意を表しますとともに、本プロジェ

クトの実施に向けて、今後ともご指導、ご鞭撻をお願い申し上げます。

　1998年４月
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１．事前調査団派遣１．事前調査団派遣１．事前調査団派遣１．事前調査団派遣１．事前調査団派遣

１－１　調査団派遣の目的

　ペラデニア大学は過去40年、スリ・ランカ民主社会主義共和国（以下、スリ・ランカ）におけ

る唯一の歯科医師養成機関であるが、その建物は元来歯科医師養成のために設計されたものでは

なく、機材とともに老朽化が進み、時代に乗り遅れたものとなっている。このため歯学教育の講

義ならびに臨床実習は、前近代的な方法に甘んじなければならない状況である。スリ・ランカ政

府は歯学部ならびに実習病院全体を再構築し、現地のニーズにあった近代的技術による卒後教育

システムを構築し、同国の歯科医療従事者の資質と患者に対するケアの向上をめざすため、同歯

学部および実習病院の建設にかかる無償資金協力をわが国に要請越した。さらに同施設で使用す

る供与機材の使用法の習得および歯学教育を現地のニーズにあったレベルまで向上させるための

技術協力の要請があげられた。

　そこで今回、技術協力プロジェクト実施に向けての基本的枠組みづくりについて協議確認を行

うべく、事前調査を実施したものである。

　なお、1996年５月には無償資金協力の交換公文（E/N）（22.45億円）が結ばれ、10月に着工、

完工時期は1998年２月を予定している。

１－２　調査団の構成

　　　　 担　当 　　　氏　名　　　　　　　　所　　　属

　団長　総　　括　　苗村　光廣　　JICA医療協力部医療協力第一課長

　団員　歯学教育　　吉田　定宏　　朝日大学歯学部長

　団員　歯学教育　　田上　順次　　東京医科歯科大学歯学部歯科保存学第一講座教授

　団員　歯科保健　　半田祐二朗　　JICA国際協力客員専門員

　団員　技術協力　　地神　一美　　外務省経済協力局技術協力課課長補佐

　団員　衛生行政　　古畑　雅一　　厚生省大臣官房国際課国際協力室室長補佐

　団員　教育行政　　山腰　俊昭　　文部省高等教育局医学教育課大学病院指導室病院第三係長

　団員　協力計画　　大塚　卓哉　　JICA医療協力部医療協力第一課職員
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１－３　調査日程

日順 月　日 曜日 移　動　お　よ　び　業　務

１ １月５日 日 移動（成田→バンコク→コロンボ）

２ ６日 月 移動（バンコク→コロンボ）
09:00 JICAスリ・ランカ事務所表敬/打合せ
10:00 在スリ・ランカ日本大使館表敬/打合せ
11:00 大蔵省外国援助局表敬/協議
14:00 UNICEF表敬
15:10 大学評議会（UGC）表敬/協議
16:40 高等教育省表敬/協議
17:30 保健省表敬/協議

３ ７日 火 09:30 WHO表敬
移動（コロンボ→キャンディ）
14:20 ペラデニア大学歯学部表敬
15:50 ペラデニア大学副学長表敬
16:50 ペラデニア大学視察

４ ８日 水 09:00 ペラデニア大学歯学部視察
10:40 ペラデニア大学歯学部協議
14:10 歯学部建設計画ブリーフィング（マツダコンサルタンツ）
15:00 建設サイト視察

５ ９日 木 09:00 ペラデニア大学歯学部協議（生理学/一般解剖学/歯牙解剖学/
　　　生化学/薬理学/歯科補綴学/微生物学/口腔内科/一般病理学/
　　　口腔病理学/歯科保存学/歯周病学/予防歯学/小児歯科）

６ 10 日 金 09:00 ペラデニア大学歯学部協議（歯科放射線科/口腔外科学/矯正
　　　歯科/歯学部長室）
14:00 ペラデニア教育病院表敬/視察

７ 11 日 土 移動（キャンディ→コロンボ）
資料整理

８ 12 日 日 資料整理

９ 13 日 月 10:00 議事録（ミニッツ）署名交換
14:30 JICAスリ・ランカ事務所報告
15:30 生物医学工学サービス局（BES）視察
16:30 医学研究所（MRI）視察

10 14 日 火 10:00 看護教育プロジェクト視察

11 15 日 水 移動（コロンボ→バンコク→成田）

12 16 日 木 移動（バンコク→成田）
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１－４　主要面談者

(1) スリ・ランカ側関係者

１）大蔵省外国援助局（Department of External Resources, Ministry of Finance & Planning

　　　General Treasury）

　B. H. Passaperuma Deputy Director（副官）

　A. Sooriyagoda Assistant Director（副官補佐）

２）UNICEF（Unicef, Colombo）

　Dr. Hiranthi Wijemanne Programme Officer（プログラム・オフィサー）

　S. M. M. Nizar Information Officer（インフォメーション・オフィサー）

　Ms. Yoshie Yamamoto Assistant Project Officer（ｱｼｽﾀﾝﾄ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ･ｵﾌｨｻｰ）

３）大学評議会（University Grants Commission: UGC）

　Prof. S. Tilakaratna Chairperson（委員長）

　R. H. M. Piyasena Additional Secretary（副官）

４）高等教育省（Ministry of Education & Higher Education）

　M. D. D. Pieris Secretary（事務次官）

　C. Abeygunnawardana Additional Secretary（副官）

５）保健省（Ministry of Health, Highways & Social Services）

　Dr. Dudley Dissanayake Secretary（事務次官）

　Dr. S. Abayaratna Director, Dental Sciences（部長）

　Dr. Dalpatadu Deputy Director, General Health Sciences (Planning)

（副官）

　Dr. Jeganathan Deputy Director, General Helath Services (Medical Services)

（副官）

６）WHO（World Health Organization）

　Dr. A. S. Abdullah Medical Officer（メディカル・オフィサー）

　Mr. Nandana de Silva MIS Specialist/Programme Officer

（MIS専門家/プログラム・オフィサー）

７）ペラデニア大学（University of Peradeniya）

①歯学部（Faculty of Dental Sciences）

Dr. Ajith W. Ranasinghe Dean（部長）

Prof. A. N. I. Ekanayake Professor of Community Dentistry, Department of

Community Dental Health（予防歯科講座教授）

Dr. R. L. Wijeyeweera Head, Division of Paedodontics（小児歯科講座教授）
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Prof. R. Mendis Professor of Oral Pathology, Department of Oral Pathology

（口腔病理学講座教授）

Dr. A. J. Pitigaraarachchi Head, Department of Basic Sciences（基礎医学講座教授）

Prof. N. A. de S. Amaratunga

Professor of Oral Surgery, Head, Department of Oral

Surgery（口腔外科学講座教授）

②その他

C. M. Madduma Bandara Vice-chancellor, University of Peradeniya（副学長）

L. Dissanayake Registrar, University of Peradeniya（書記）

M. K. S. Kumarage Bursar, University of Peradeniya（会計）

Dr. C. S. M. Gunathlaka Director, General Hospital (Teaching), Peradeniya

（教育病院長）

(2) 日本側関係者

１）在スリ・ランカ日本国大使館

　野口　晏男 特命全権大使

　神谷　　武 公使

　新沼　　敬 二等書記官

２）大成建設

　白波瀬力雄 所長

　藤岡　健介 工事主任

　鈴木　晴史 事務

３）マツダコンサルタンツ

　宍戸　泰三 設計第二部取締役部長

　渡邊　雅人

４）JICAスリ・ランカ事務所

　狩野　良昭 所長

　鈴木　秀幸 次長

　稲見　純子 副参事

５）JICA専門家

　渡辺比登志 医学研究所（MRI）単発派遣専門家

　佐々木正子 看護教育プロジェクトリーダー

　小林　繁郎 看護教育プロジェクト業務調整員
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１－５　調査結果要約

(1) 関係各省との協議

　関係各省を表敬し、本調査団の目的につき説明し、今後の本プロジェクトに対する協力を依

頼した。各省とも本プロジェクトに対して関心が高く、ミニッツ案についても事前に目を通し

ており、非常にスムーズに協議を行うことができた。各省より得られた回答は以下のとおりで

ある。

１）大蔵省外国援助局

　本件プロジェクトはスリ・ランカの歯学教育の拡充のみならず、保健医療全体の改善につ

ながる重要なものと認識しているので、ぜひとも実現していただきたい。また、高等教育

省、保健省等、各関係機関の調整にも尽力したい。

２）大学評議会（UGC）および高等教育省

　本プロジェクトはペラデニア大学が実施の主体となるが、UGCおよび高等教育省も大学

の管轄機関としてその実施には責任をもって取り組む所存である。また、本プロジェクトは

日本がすでに実施している同大学への無償資金協力との連携を十分に考慮しつつ要請したも

のであることを強調したい。

３）保健省

　本プロジェクトと保健省とのかかわりは強いので、高等教育省とも協力し、本プロジェク

トを円滑に進めるべく日本側と密に連絡をとっていきたい。

(2) ペラデニア大学歯学部との協議

　同歯学部の17部門につき、各々の担当教授から本プロジェクトの具体的な要請内容につき説

明を受け、一方、調査団からはわが国の技術協力のスキームおよび先方要請に対するとりあえ

ずの技術的コメントを行った。先方からの要請は同歯学部全体として取りまとめたものではな

く、17部門各々の要請をそのまま列挙したものであるので、調査団側より、今回の技術的コメ

ントを踏まえ、わが国のプロジェクト方式技術協力のスキームのなかで協力可能な内容となる

よう、改めて17部門間での調整が必要であることを指摘し、長期調査が行われるまでに要請の

内容にプライオリティーづけをするなどして調整することを依頼した。

(3) ミニッツ署名交換

　上記の協議内容を踏まえ、13日、UGCにおいて苗村団長とスリ・ランカ側（ピーリス高等

教育省事務次官、ティラカラトゥナUGC委員長、バンダラペラデニア大学副学長、ディサナ

ヤケ保健省事務次官、パッサペルマ大蔵省外国援助局副官）との間でミニッツに署名を行っ

た。ミニッツで確認された主な内容・事項は次のとおりである。
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１）プロジェクトの上位目標

　口腔疾患全般の予防、診断、治療に対応できる歯科医師がペラデニア大学歯学部で継続的

に養成される。

２）プロジェクトの目的

　ペラデニア大学歯学部の教育スタッフによって、近代的で国際的に標準化された歯科医師

養成のための卒前教育システムが、無償資金協力によって整備された施設、機器を用いて自

立的に運営される。

３）プロジェクトの活動内容

①歯学教育にかかる教授・訓練法の指導（７講座17部門）

②施設、機材の有効活用についての指導

③卒前教育に直結した予防医学、基礎医学、臨床医学の技術指導

④卒前教育に直結した研究者・教育者の能力開発のための指導

４）プロジェクトのカウンターパート

　ペラデニア大学

５）プロジェクトの協力期間

　討議議事録（Record of Discussions: R/D）に記載された開始日から５年間

６）日本側の投入

　専門家派遣、研修員受入れ、機材供与、ほか

７）スリ・ランカ側投入

　プロジェクト運営委員会の配置、カウンターパートの配置、プロジェクト運営費の確保、

ほか

８）合同委員会の設置

　R/Dに基づく年次計画の策定、進捗の管理、活動のレビュー・評価、課題・問題点につい

ての協議等を行うため、以下のメンバーによる合同委員会を設置する。

①スリ・ランカ側

　プロジェクト運営委員会のメンバー

②日本側

　JICA専門家、JICAスリ・ランカ事務所長、在スリ・ランカ日本大使館
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２．長期調査員派遣２．長期調査員派遣２．長期調査員派遣２．長期調査員派遣２．長期調査員派遣

２－１　調査員派遣の目的

　事前調査により、協力の基本的枠組みについて合意を形成したが、この事前調査を補完し、具

体的な協力内容や協力実施のスケジュール等をさらに詳細に策定するために、長期調査員を派遣

し、専門分野に明るい人材を派遣することにより、R/D締結に向けての継続的な調査を行った。

２－２　調査員の構成および派遣期間

　氏　名 　　　　所　　　属 派　遣　期　間

半田祐二朗 JICA国際協力客員専門員 1997年５月13日～1997年６月19日

橋本　弘一 日本歯科大学歯科理工学教室客員教授 1997年５月13日～1997年６月２日

田上　順次 東京医科歯科大学歯学部歯科保存学第一講座教授 1997年５月20日～1997年６月２日

２－３　調査結果

　本長期調査は、プロジェクトサイクルマネジメント（PCM）手法に基づいて実施され、長期調

査員とペラデニア大学歯学部関係者によりPCMワークショップを開催し、プロジェクトデザイン

マトリックス（PDM）および投入計画の詳細について合意した。

　なお、以下の長期調査報告（別添１）は、スリ・ランカ側と共同で作成された英文報告書（附

属資料③）より翻訳したものである。
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